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目 的　 上 下 温 度 分 布 の な い 環 境 下 で は、 ど の よ う な 着 衣 分 布 に お い て も、 衣 服 の 熟 抵 抗

値（ クロ 値 ） が 等し け れ ば、 全 身 温冷 感 や 全身 の 熱 損 失 に 影 響 を 及ぼ す こ と は 少 な い。 し

か し、 実際 の環 境 下 で は、 上 下 温 度 ・ 水 平 面 温 度 分 布 が 生 じ る こ と が 多 く、 快 適 感 や 熟 損

失 が、 同 一 クロ 値 で も 異 な る と 思 わ れる。 本 研 究 の 目 的 は、 サ ー マ ル マ ネ キ ン を 用 い て 着

衣 ・ 室 内 温 熟 環 境 分 布 の 評 価 を 行 う 方 法 を 提 案 す る と とも に 評 価 例 を 示 す こ と で あ る。

方 法　 均 一 環 境 （2    5  ℃、5    0  %  R H  ） の 人 工 気 侯 室 に お い て、 ４ 種 類 の 着 衣 組 合 わ せ

（ ズ ボ ン、 ロ ン グフ レ ア、 ミ ニ フ レ ア、 ミ ニ タ イト ス カ ート を 主 と す る 組 合 わ せ ） の クロ

値 を0.       5   6   c   1   o に 統 一 し た。 そし て、 冷 暖 房 に よ っ て 作 ら れ た 上 下 温 度 分 布 の あ る 実

際 の 居 住 空 間 に サ ーマ ル マ ネ キ ン を 配 置し、 各 部 位 の 熱 損 失 を 測定 し た。

結 果　 実 測 の 結 果、 サ ー マル マ ネ キ ン の ヒ ー タ 電 力 か ら、 各 部 位 及 び 全 身 の 熱 損 失（ Ｗ

／㎡ ） を 算 出し た。 衣 服 の クロ 値 が 等し い に も か か わ ら ず、 着 衣 形 態、 ま た は 冷 暖 房 条 件

に よ っ て、 身 体 の 各 部 位 及 び 全 身 の 熟 損 失 が 異 な っ て い た。 環 境 ・ 着 衣 の 分 布 を 評 価 す る

た め に、 熟 損 失 か ら。 上 下 温度 分 布 のな い 均 一 環 境 下 で 人 体 の 各 部 位 が 何 度 の 作 用 温 度 に

相 当 す る か を 表 すEHT     （Kquivalent Homogenous　Temperature ） を 求 め た。　 そ の 結 果、

同 じ 冷 暖 房 条 件 で も。 タ イ ト ス カ- ト や ミ ニ フ レ ア ス カ ート の 下 腿 の 熱 損 失 が 大 き く な り

着 衣・ 環 境 分 布 が 熟 的 快 適 感 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ すこ と が わ か っ た。
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目 的　 人 体 か ら 環 境 へ の 水分 移 動 特 性 は 人 間 の 快 適 性を 左 右 する 重 要 な 因 子 であ る 。 本 研

究 は 、 そ の 基 礎 と な る 裸 状 時 人 体 の 鄙 位 別 水 蒸 気 圧 と 蒸 発 量 が 、 環 境 気 温 に よ っ て ど の よ

う に変 化 する か を 検 討 し よ う と す る も の で あ る 。

方 法　 環 境 条 件 は 気 温25 ℃ 、28 ℃ 、31 ℃ 、34 ℃ 、3  7℃ の ５ 条 件 、 気 流0.  2m ／s、 湿 度は35  ＋

I 0% の 範 囲 で 一 定 と し た 。 人 工 気 候 室 の 湿 度 調 節 は ±5     ％R.  H の 振 幅 を 示 し 、 水 分 蒸 発 の

測 定 に 混 乱 を 生 じ る た め 、 実 験中 の 湿 度 は 制 御 を 中 止し な0    *Pき と し た 。 皮 膚 から の 部 位

別 水 分 蒸 発 量 の 測 定 に は三 興 通 商（ 株) 製 エ バ ポ リ メ ータ を 使 用し た。 本 装 置 は 皮 膚 表 面

に 垂 直 に 配 列 し た 二 つ の セ ン サ ー の 水 蒸気 圧 情 報 か ら 、F    i    c   k の 拡 散 法 則I ／A （dm ／d t）=-

D（dp ／dx）に よ り 水 分 移 動 量を 算 出 する こ と が で き る 。 被 験 者 は23 ～34 才 の 女"f  3 名 で 姿 勢

は 仰 臥 位 と 伏 臥 位 、 着 衣 はブ ラ ジャー－と シ ョ ーツ の み 着 用 し た。 測 定 部 位 は 頭 頚 部４ 点 、

体 幹 部1  3点 、 四 肢 部12 点 の 計29 点 で あ る 。 各 点 の 測定 時 間 は１ 分 、 測 定 間隔 は２ 分 と し 一

定 時 間 間 隔 で 部 位 間 を 移 動 さ せ な が ら 、 各 部 位 表 面 の 相 対 湿 度（≪) 、 水 蒸気 圧(mmHg). 蒸

発 量(g ／ ㎡h) を 求 め た 。

結果　 各 部 位 の 相 対 湿 度 、 水 蒸 気 圧 は 、 環 境 温 の 上昇 に つ れ て 上 昇 し た 。 し か し 、 蒸 発 量

は2  5℃ 、2  8℃,      3 1 ℃ の 場 合 ほ ぼ 一 定 の 値 を 示 し.     34℃ 以 上 で 急 激 な 増 加 を 示 し た。 部 位 別

特 徴 を み る と 、 低 温 環 境 下 で は 膿寓 、 手 掌 、 足 底 が 著し く 大 き な 蒸 発 量 を 示 す が、 高 温 に

な る ほ ど 他 の 鄙 位 の 蒸 発 量 が 増 加し 、 部 位 差 が 小 さ く な る 傾向 が み ら れ た 。


